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会議録 

審 議 会 名 令和６年度第１回 杉戸町生涯学習審議会 

開 催 日 時 書面による開催 

開 催 場 所 書面による開催 

会 議 の 議 題 
（１）カルスタすぎとの運営方法について 

（２）次期生涯学習推進計画の策定準備について 

公開・非公開の別 

公開 ・ 非公開（公開の場合傍聴者数   人） 

（非公開の場合理由） 

 書面による開催のため 

出 席 者 氏 名 

【出席委員】 

石田茂生、根本伸、浅井宰、大塚国夫、仁部弥生、大島齋禮、寺田竹

雄、青木光一、松原巌、齋藤伸夫 

【欠席委員】 

田口剛、千葉千穂、齊田壯市、大塚信英、横山進 

 

 

審議の概要 

議題（１）カルスタすぎとの運営方法について 

 

１． 施設の特色を活かした生涯学習事業の拡充について 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・グラウンドの利用時間について、もう少し融通が利くようにしてほしい。 

・パソコン講座の定員を増やす。 

・周囲の自然やグラウンドを活かした事業の企画。 

・核となるものは参加者を増やす努力をして、それ以外は外部委託の力を借りる。 

・パソコン教室の内容を逐次見直してください。初級→中級向けでいいですが、内容を少し 

捻ってもらえれば、何度も受講したくなると思います。 

・江戸川、野菜畑、梨園、杉戸農業高校、川魚釣り、県園芸センターなど、杉戸には立派な 

園芸関係が目立ちます。ぜひ、学びの中に生かす行事を各学校で活かしたい。 

・「パソコン講座の設備はあるので、定員を増やしては？」と聞いたら、講師が足りないと 

言われました。講師の確保は？ 

・グラウンド利用時間についても、融通が利くように等は、具体的には何の希望かははっきり 

しないが、施設管理の面からも、職員の現勤務体制の変更などが生じると思う。それらを慎重 

かつ柔軟に勘案してはどうか。 
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２．他施設・他部署との連携について 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・横の情報交換はどんどんしてほしい。 

・災害や健康について、関係課と協働・連携。 

・アグリパークとの連携、食育と関連した取組の実施。 

・アグリパークとの連携は、周囲の農家や他の関係者との調整が難しいでしょうが、出来ること 

から少しずつでも進めてください。 

・職員の意識改革が必要。報告、相談。 

・横の情報交換は、必要でしょう。 

 

３．情報発信について 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・ホームページ、情報発信の強化。 

・どのような施設かなど、施設機能の周知。 

・イベント情報の発信、写真などによる当日の様子の報告。 

・ＳＮＳなど、若者向けの情報発信の強化。 

・ＨＰは以前と比べてすっきりとしたレイアウト構成で良くなったと感じますが、特に用がなく 

ても、再度訪れたくなるようなＴＯＰページを期待します。更新も頻繁にして、遊び心がある 

ページにしてもらいたいですね。 

・外国の方々が急増しています。言葉や文化の面でリーダーシップを図れる人の活躍を期待！ 

学校になじめない子を見かけ心配。親やお世話になっている学校と連携を密に。 

・町民の関心は想像以上に低いので、施設の情報発信は慎重に。 

・杉戸町広報誌に、生涯学習に関する欄を設ける。 

・必要に応じて、回覧板形式による周知も必要でしょう。 

 

４．人材育成について 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・職員の専門技術を向上するのではなく、技術を持っている人を職員に。 

・５年程度同じ仕事をして、ノウハウを身につけられるように。 

・３年くらいで異動となるなら、外部委託として、この分野の人材育成は無いものとして 

割り切ってしまう。 

・難しい課題ですね。図書館に司書を、他の部門にも多くの専門家を望みます。いずれにしても、 

役場や関連施設内の職員の研修は特に大事なはずです。町民に頼られる各課であってほしい。 

有能な人材は重用するべきですね。 
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（４．人材育成について 続き） 

・３年よりできるだけ長く同じ仕事をしていただきたい。公民館の事務仕事は大変とは思います 

が、なるべく意思疎通ができる。また異動により最初からコミュニケーションを図ることは、 

利用側から見ると無駄が多くなる。外部委託も良いけれど、職員がやっていただけるとありが 

たい。 

・技術を持っている人が社会に活かされていません。いろいろな分野から開催し、公評してほし 

い。学びたい。 

・専門技術は一朝一夕で出来るものではないので、技術を持っている人に頼る方が得策では。 

向いていない人が何年やっても無駄。 

・「生涯学習センター、図書館の両機能とも利用者数は減少傾向が続いており・・・」と書かれ 

ておりますが、この認識は私も共有できます。 

・直営については、衆知を持って対処してほしい。委託を今後、中止する。 

 

 

５．その他 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・町民大学で町の課題やニーズを掘り起こし、卒業生が講座を実施してはどうか。学んだことを 

基にして行動に移せると、やりがいも出てくる。 

・子どもたちに関心を持ってもらえるような取り組みを。 

・中学校の部活動でも活用できるように。 

・卒業生が講座を担当するのは、なかなかハードルが高いでしょう。今のところ・・今年行われ 

る予定の「卒業レポート（論文）」が１つの目安になるでしょう。私（１２期生）も少し緊張 

していますよ。 

・町民大学で町の課題やニーズを掘り起こし、卒業生が講座を実施することについては大賛成 

です。 

・町民大学卒業生を活かす行事（文化祭、スポーツ行事、図書館まつり等）が増えると、若者が 

活かされると思います。 

・カルスタすぎとの運営方法について、PFI 方式が切れるにあたっての諮問と考えます。会場の 

地理的条件・設備が大幅に改善されなければ、少子高齢化が進む中で利用者の拡大は難しいと 

思います。思い切って管理・運営企画を含め外部専門の会社に委託したらどうでしょうか。 

今度出来たコミュニティセンター方式がしばらくたってみないとわかりませんが、一応検討 

してみてはどうでしょうか。 

 

 

 

 

 



 

4 

 

議題（２）次期生涯学習推進計画の策定準備について 

 

１．アンケート実施概要に関するご意見 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・全般的にこれで良いと思います。 

・町民の意識を聞くことに賛成です。 

・対象者の年齢を中学生まで含むのは。 

・町民のアンケート調査は、業務量が膨大になると思います。受け入れ態勢を整えて、町民の声 

を集約してください。結果を楽しみにするとともに、謝意を表します。 

 

 

２．設問（案）に関する御意見 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・それほど難しい用語は使われていないようなので大丈夫だと思いますが、回答者の性別・年齢・ 

職業・理解度もいろいろでしょうから、出来るだけわかりやすい日本語（不必要なカタカナ語 

はいらない）表現にしてほしい。設問に関してはこんなものかなと一応納得しています。 

・大変良いと思います。 

・町民のニーズを細かく知るため、問３のその他で具体的に競技名を明記してもらう。 

（スポーツ系、音楽系、芸術等） 

・最近の社会情勢の変化に伴うことは、前の設問で把握できないでしょうか。 

・問１８あなたの職業・勤務先、問１９あなたの住所のこの２問については、「生涯学習につい 

て、どのような考えを持っているか」に主眼を置くならば、必要ないではないでしょうか。 

属性は問１７のあなたの年齢だけでいいと思います。 

・生涯学習活動を「していない」と回答した人は、問５に進みますが、回答しづらい項目があり 

ます。 

・カナ文字、横文字、専門用語は使わない。 

・定義の２つ以上にわたって、解釈のとれる言葉は使わない。 

・高齢者にも、わかる言葉（書き言葉に話し言葉を入れる）。 

・漢字（漢語）・熟語に和語を入れると、文章がやわらかくなります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 

 

３．その他（自由意見） 

【意見・質疑等】 

（委員） 

・サンプル数２０００は統計学的に有意なのでしょうが、手間と費用はその分増加しますが、 

多ければ多いほど誤差は少なく、信頼度は上がるはずです（回収率も問題ですが）。その辺は 

次回にでも反映させてください。 

・杉戸町に住んで良かったと思われる環境づくりが大切と考えます。高齢化で若者と私達（８０ 

代に近い）の考え方の格差が生じる事のないようになっていけばと思います。特に若者がこの 

町に定着できるよう考えていきましょう。 

・西近隣公園の使い道。 

・実施するアンケートは数か所に自由記載がある。多様多種な幅広い意見（予算に関する意見・ 

要望など）が、出て来るかもしれません。 

 

 

 

 

 


